
 

「思い遣る」ということ 

                                校長 鈴木 玲 

毎年２月の最終水曜日はピンクシャツデーです。今年

は先月の２２日でした。ピンクシャツデーとはカナダの

学生の行動に由来する「いじめ反対運動」です。 

ある日、ピンクのシャツを着て登校した男子生徒に対

する偏見からいじめが生まれました。そのいじめに対し

て他の何百人もの学生たちは言葉や暴力ではなく、ピン

クシャツやピンク色のものを身につけて登校するという

行動で「いじめ反対」の意思表示をしたのでした。 

在家中学校でも時期こそ異なりますが、１０月にいじ

めゼロ活動の１つとして「ピンクＴシャツ運動キャンペ

ーン」を実施しました。そのキャンペーンでは生徒会が

中心となり、ピンクのＴシャツをかたどった小さな画用 

紙を配布し、生徒や先生方一人一人に「元気になれることば」を書いてもらうように呼びかけました。

そして、それらの画用紙をまとめた掲示物を作り、全校で「私はいじめをしません」という意思を表し

ました。一つ一つは小さな画用紙に書かれた言葉ですが、とても優しい大きな思いにふくらみました。 

社会や集団の中で他者と過ごす上では「思いやる心」がとても大切です。人を「思う心」ではなく、

「思いやる心」。実はこの「やる」に大きな意味があるように思います。 

 「思いやる」は「思い遣る」と表記します。この「遣る」には「そちらへ向ける」という意味があり

ます。「窓の外に目を遣ると…」などといった使い方をします。人を「思いやる」ことは、自分のこと

だけでなく他者に思いを「向ける」ことと捉えれば、先に述べた「思う心」とそれほど差はないと思い

ます。私自身の反省を言うと、この「他者に思いを向けること」「他者を気にかけること」で人を思い

やったつもりでいた気がします。 

「遣る」には他に「そこへ行かせる。送り届ける」という意味もあります。かつて日本から大陸へ渡

った遣隋使や遣唐使の「遣」です。私の勝手な解釈かもしれませんが、この場合、思いを「遣る」ので

すから、自分のもとから相手のもとへ心が動き移った上で、思いを巡らしているイメージがあります。

つまり、相手の立場に立って、相手の思いを想像していることを意味します。 

「他者に思いを向けること」「相手の立場に立って思うこと」。どちらも「思い遣ること」ですの

で、うまく言葉で伝わらないぐらいのわずかな違いかもしれません。しかし、その心がどこにあるか、

自分の中にあるのか、相手のもとにあるのか。心の距離には大きな差があるように思います。 

あのカナダの学生たちも、「いじめられて、かわいそう」「いじめられている子、大丈夫かな？」と

男子生徒に思いを向けただけでなく、「なぜ責められなきゃいけないの？」「いじめは嫌だ。いじめは

許せない！」と男子生徒の立場に立った思いをもったからこそ、行動に移せたのかもしれません。 

カナダのこの学校ではこの日以来、いじめを聞くことはなくなったということです。 
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・心身ともにたくましい生徒 
・自ら進んで学ぶ生徒  
・豊かな情操を培う生徒  

みんなの思いは 

今もピロティに 

掲示されています。 


